
青
山
繁

晴
氏
が

紀
元

節
の
意

義
を
訴

え
る

左から森田知事、青山講師、松野・桜田・門山・猪口各国会議員

建国記念の日を祝う県民の集い
2月11日（火）、千葉市民会館大ホールで盛大に開催

青山繁晴氏

青
山

繁
晴

氏
の
講
演

要
旨

　
２
０
０
５
年
４

月
ご
ろ
、
近
所
に
大

金
持
ち
が
い
る
と

聞
き
尋
ね
て
み
た

人
は
当
時

79歳
の

田
口
勝
博
さ
ん
で
あ
っ
た
。
田

口
さ
ん
は
日
本
赤
十
字
社
に
、

全
財
産
の
総
額
９
億
７
０
０
０

万
円
相
当
の
寄
付
を
す
る
契
約

を
結
ん
で
い
た
と
こ
と
が
分
か

っ
た
▼
そ
の
太
っ
腹
ぶ
り
に
は

脱
帽
す
る
ば
か
り
だ
が
、
莫
大

な
財
産
を
一
代
で
築
き
上
げ
た

が
、
ご
夫
人
と
の
間
に
は
子
ど

も
が
い
な
い
。
遺
産
を
残
す
と

親
類
同
志
で
争
い
あ
う
の
が
嫌

い
で
、
一
層
の
こ
と
日
赤
に
寄

付
し
た
ほ
う
が
い
い
と
判
断
し

た
と
い
う
▼
小
仲
台
２
丁
目
の

田
口
さ
ん
豪
邸
は
現
在
、
日
赤

の
社
員
寮
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
後
は
老
人
ホ
ー
ム
で
暮
ら
す

と
話
し
て
い
た
が
、
平
成

14年

か
ら
鴨
川
の
老
人
ホ
ー
ム
で
夫

婦
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
。
夫

妻
の
死
後
の
預
貯
金
６
億
円
も

日
赤
に
遺
贈
す
る
と
話
し
た
▼

田
口
さ
ん
は
千
葉
市
内
の
農
家

出
身
で
、９
人
兄
弟
の
二
男
。警

察
官
な
ど
の
職
歴
を
経
て
、
昭

和

24年
、
千
代
子
さ
ん
と
お
見

合
結
婚
し
、
段
ボ
ー
ル
製
造
業

を
始
め
た
。
そ
の
後
、不
動
産
会

社
を
設
立
。
東
京
都
内
な
ど
に

事
務
所
を
構
え
て
農
地
転
売
な

ど
を
手
が
け
、
地
価
が
高
騰
し

た
バ
ブ
ル
期
の
ピ
ー
ク
時
に
土

地
な
ど
の
売
却
で
巨
額
の
財
産

を
残
し
平
成
６
年
に
廃
業
し
た

▼
幼
少
時
に
貧
乏
の
ど
ん
底
を

経
験
し
、「
絶
対
に
金
持
ち
に
な

っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
決

心
し
た
田
口
さ
ん
だ
が
、
無
駄

遣
い
を
し
な
い
代
わ
り
に
始
め

た
寄
付
行
為
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

に
な
っ
た
。
寄
付
は
父
親
の
遺

産
相
続
を
め
ぐ
っ
て
親
類
同
士

の
仲
が
こ
じ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
金
銭
問
題
で
醜
い

争
い
を
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
恩

恵
を
受
け
た
社
会
に
返
そ
う
と

思
っ
た
」
と
い
う
。
（
正
）
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全国地域紙協議会加盟紙

想想いい出出のの人人

４月から屋内禁煙に

他人のたばこの煙を吸ってしまう受

動喫煙を防ぐため、健康増進法と千

葉市受動喫煙の防止に関する条例に

よる新しいルールが、４月１日から

スタート。対象施設は、◎行政機関の

庁舎、病院、学校、児童福祉施設など

（昨年７月から実施）◎事務所など・

パチンコ店、ホテル、劇場、理美容店、

商業施設、体育館、事務所（職場）新

規・大小飲食店スナック、ナイトクラ

ブ等。など室内ではすべて禁煙。

キャッシュレス使い方講座

現金を使わず、クレジットカードや

電子マネーなどで支払いを行うキャ

ッシュレス決済や、決済を行った消

費者にポイント還元するポイント還

元事業について学びます。▼日時・３

月１９日（木）１３時３０分から１６

時▼会場・消費生活センター▼内容・

キャッシュレス決済やポイント還元

事業の仕組み・各キャッシュレス決

済の特徴・スマートフォン決済の体

験▼定員・先着50人▼３月１３日

（金）までにEメールで必要事項を明

記し て、 産 業 支 援 課 : sangyo.

eae@city.chiba.lg.jp　まで。

県民無料講演会

「千葉ジェッツの奇跡－地域を巻き

込む千葉ジェッツの復活劇－」船橋

市を拠点に活躍するバスケットボー

ルチームの千葉ジェッツ。その成長

と強さに迫ります。▼日時・4月5日

（日）14時30分～16時30分（14時受付

開始）▼会場・ペリエホール（JR千葉

駅直結・ペリエ千葉7階）★講師・㈱

千葉ジェッツふなばし会長島田慎二

さん▼定員・300名（申込先着順）▼

申込方法・ホームページから申込書

をダウンロードしてファックス▼締

め切り3月27日（金）▼問い合わせ・

申し込み先（公社）千葉県不動産鑑定

士協会℡043-222-5795　

車椅子ダンスでボランティア

をしませんか

車椅子フオークダンス養成講座▼日

時・4月28日（火）午後1時～5時▼場

所・千葉県障害者スポーツ・レクリェ

ーションセンター（稲毛区天台

6-5-1）▼費用・2,000円（テキスト・

ＤＶＤ教材費）1,000円（入会費およ

び年会費）合計3,000円＊講習費は無

料です。▼入会すると・毎月ボランテ

ィアで障害者施設・老人ホームまた

各種イベント参加。ご都合の良い時

に参加してください。養成講座修了

者にはインストラクター資格を差し

上げます（但し年会費納入の方）▼募

集締め切り4月21日　募集人数　20

名（年齢制限なし）▼主催者・ＮＰＯ

法人車椅子レクダンス協会千葉市支

部▼申し込みお問い合わせは・車椅

子レクダンス協会千葉支部　衣笠誠

電話&FAX 043-278-7108

朗読と音楽で“ちば”の魅力

朗読と音楽で、千葉にちなむ民話、高

村光太郎、竹久夢二の作品を通して

「ちばの魅力」を紹介。歌や音読をみ

なさんと一緒に楽しみます。アラビ

ア語の朗読あり。▼日時・3月14日

（土）14時～16時（受付13時30分）▼

会場・千葉市文化センター6Fスタジ

オ1定員50名（全席自由）一般500円小

・中・高校生300円＊未就学児入場不

可★ゲスト・ひがき順子（朗読）長谷

部仁美（フルート）▼主催・問合せ・

よみよみの会℡090-3501-7103▼協

力・千葉市文化センター

千葉城さくら祭り

千葉開府の地にあたる亥鼻公園で、

千葉城さくら祭りを開催。伝統芸能

などの披露のほか、ご当地グルメ「千

葉のりロール焼きそば」、伝統野菜の

土気からし菜や朝採り野菜などの地

元物産品・農産物など販売。夜には千

葉城のライトアップが行われ、昼間

とは違う幻想的な景観が楽しめる▼

日時・３月28日（土）～４月５日（日）

１２時～21時（開花状況により変更

の場合があります）▼会場・亥鼻公園

＊来場には公共交通機関をご利用下

さい▼内容地元食材を使った飲食屋

台・キッズパーク、昔遊びなど12時～

17時千葉城のライトアップ18時～21

時・ご当地グルメ、地元物産品・農産

物などの販売３月28日 (土)・29日

(日)12時～(売切れ次第終了）

「つながり」で地域を元気に！

　地域の課題解決や活性化のために

は、様々な立場の人や組織・活動をつ

なぎそれぞれの力を活かし、協働で

取り組みをすすめることが欠かせま

せん。そうしたコーディネート役の

重要性やスキル・考え方などを、講義

だけでなく、個人ワークやグループ

ワークも通じて学びます。講師・生越

康治さん▼日時3月14日（土）13時30

分～16時▼場所・花見川保険福祉セ

ンター 3F（花見川区瑞穂 1-1℡

043-275-6425）▼申込み・千葉市民活

動支援センター℡043-227-3081

ギャラリー古島

「平岩共代アートジュエリー展」-

つらつら椿-3月6日（金）～3月16日

（月）＊3月12日（木）休廊「小林

孝子かご展」3月20日(金)～3月30

日（月）3月26日（木）休廊★℡

043-243-3313

幕張フィルハーモニー管弦楽団

第53回定期演奏会★日時・４月５日

（日）14時（♪ロビーコンサートあり）

★会場・千葉市民会館大ホール＊入

場料・500円（小学生・65歳以上無料）

曲目・ベートーヴェンエグモント序

曲・リスト　交響詩「前奏曲（レ・プ

レリュード）」メンデルスゾーン　交

響曲第３番イ短調「スコットランド」

指揮・直井大輔◎入場券ペア５組様

にプレゼントご希望の方はハガキで

稲毛新聞プレゼント係まで。

●なお、各種イベントは新型コロ

ナウイルス問題で中止になる場合

もありますので予め主催者にご確

認ください。

市市民民ガガイイドド

2000年10月ＪＬＮＡブロンズ優秀賞受賞・2007年12月ローカル新聞大賞ノミネート（ＢＳフジ）
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Ｑ・千葉ロッテマリー

ンズに対する思い、こ

れからどんな球団に

育てていきますか。

　絶えず優勝争いがで

きるチーム作りをして

いきたいと思っていま

す。目指すはリーグ優

勝。2005年、2010年の日本一は2位、

3位から下剋上での日本一でし

た。今シーズンは亡くなられた重

光オーナー、金田正一さんに何と

しても“優勝”の報告をしたいと強

く思っています。私は公の場でも

このように言っておりますが、そ

の気概をチーム全体で共有して一

丸となって優勝に向かって突き進

みたいから。絶対に勝ち抜くぞと

いう気概が大事だと思っているか

らです。マリーンズには将来のス

ター候補がたくさんいます。佐々

木朗希選手も含めてみんな至宝。

20年以上、トップでプレーしても

らいたいと思っています。彼らは

志も能力も高い。球団ではしっか

りとしたプログラムの中で育成を

して本当の意味で強いチーム、フ

ァンが楽しめるチームを作り上げ

たい。そのための土台として、昨年

からデータの蓄積と分析を本格開

始し、今年からは順天堂大学病院

と提携し、医療面でのバックアッ

プ体制を整えました。選手の人間

力を磨き、選手の夢を球団として

バックアップし、選手たちがロッ

テに行きたいというチーム作りを

目指して行きたいと思います。

Ｑ・ファンとの関係も重

視されていますよね。こ

れからどんな取り組みが

期待できますか。

　スポーツエンターテイ

メントの価値はこの10年

で大きく育ちました。み

んなで空間を共有するこ

とで幸福感を作り出し、従来より

も価値が出ています。ただ、まだ

まだ伸びしろもあり、様々な方法

でブランド価値をもっともっと

上げて、もっともっと広げていき

たいと思っています。マリーンズ

もブランド価値を上げていけば

お客様には喜んでいただけま

す。ブランド価値がなにかといえ

ば、チームが強い事。面白い試合、

成績が伴う魅力的な選手がい

て、強いチームになれば、ファン

は喜んでくれて球場に来てくれ

ます。そのためには毎年、必ず優

勝争いが出来るチームにしない

といけないと思います。昨年、過

去最高の観客動員が出来たのも

最後までクライマックスシリー

ズ出場の可能性を残し争った最

後の３試合、スタンドが満員とな

りましたが、平日はまだまだ空席

があります。今後はチームの強化

と魅力向上に注力を注ぐ一方

で、ダイナミックプライスの導入

など様々な事業施策にトライし

ながら、多くのファンの皆様に球

場に足を運んでいただける球場

を目指してまいります。　　　　

　　　　　　【取材・編集部】

●今●月●の

●人
優勝に向かって突き進む

オーナ ー 代行兼社長　河合　克美（67歳）

（株） 千葉ロッテマリーンズ 代表取締役

本社279-1234㈹
■営業時間／AM9：00～PM18：00

稲毛構内タクシー

タクシー、ハイヤーのご用命は…

　

2月

11日
は
神
武
天
皇
が
即
位
し
た
日
（
紀
元
前

6
6
0年

）と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
紀

元
節
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
１
９
６
７
年
２
月

11日
か
ら
「
建
国
記
念
の
日
」
と
決
め
ら
れ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
千
葉
県
で
は
有
志
に
よ
る
「
日
本
の
誕
生
日
を
祝
う
県
民
の
集
い
」
が
始
め
ら

れ
、
有
志
の
皆
様
の
努
力
で
今
年
は
数
え
て

32回
目
を
迎
え
た
。会
場
の
千
葉
市
民
会
館
に
は
県

内
各
地
か
ら

1
2
0
0人

以
上
の
県
民
が
集
ま
り
、
建
国
記
念
の
日
を
お
祝
い
し
た
。

　
当
日
は
、
森
田
健
作
知
事
や
、
千
葉
県
選
出
の
衆
参
国
会
議
員
、
千
葉
県
議
会
議
員
、各
市
会

議
員
な
ど
の
ほ
か
、
臼
井
日
出
男
日
本
会
議
千
葉
県
会
長
、
吉
田
平
ビ
ー
ト
ラ
ン
セ
代
表
取
締

役
、
吉
成
庸
子
千
葉
お
か
み
さ
ん
会
会
長
な
ど
の
来
賓
が
出
席
し
た
。森
田
知
事
や
千
葉
県
選
出

の
衆
参
国
会
議
員
な
ど
が
お
祝
い
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
参
議
院
議
員
の
青
山
繁
晴
氏
は「
ぼ
く
ら

は
令
和
に
何
を
護
る
か
」
と
題
し
て
約

1時
間
半
に
わ
た
り
講
演
。
講
演
の
後
、奉
祝
行
事
と
し

て
山
口
采
希
さ
ん
の
歌
や
千
葉
県
神
社
庁
雅
楽
会
が
披
露
さ
れ
た
。
　
【
取
材
・
佐
藤

正
成
】

森田知事、衆参議員、県議会、市議会議員が出席

　
当
日
は
午
後

1時
に
金
子

一
之
実
行
委
員
が
開
会
を
告
げ

た
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

森
田
健
作
知
事
は
「
第

32回
建

国
記
念
の
日
を
祝
う
千
葉
県
民

の
集
い
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
本
日
午
後

4時
か
ら

千
葉
そ
ご
う
前
で
千
葉
お
か
み

さ
ん
会
主
催
の
令
和
天
皇
即

位
の
奉
祝
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
と
の
こ
と
、
重
ね
て
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ

た
後
、
我
が
国
伝
統
の
皇
室
の

素
晴
ら
し
さ
を
訴
え
、
昨
年
被

害
に
遭
っ
た
台
風
等
の
被
害

復
興
に
全
力
を
上
げ
て
取
り
組

む
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
講
じ
る
と
語
っ
た
。

　
続
い
て
桜
田
義
孝
衆
議
院

議
員
は
「

2月

11日
は
日
本
誕

生
を
祝
う
大
切
な
日
だ
。
今
年

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
。
日
本
の
伝
統
文
化
を
世
界

に
広
め
よ
う
」
と
述
べ
た
。

　
次
に
松
野
博
一
衆
議
院
議

員
は
「
昨
年

10月
、
令
和
天
皇

即
位
の
日
に
出
席
し
た
。
朝
か

ら
大
雨
だ
っ
た
が
、
午
後
か
ら

晴
れ
て
美
し
い
虹
が
か
か
り
感

動
し
た
」
と
述
べ
た
。

　
門
山
宏
哲
衆
議
院
議
員
は

「
昨
年
は
相
次
ぐ
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
が
、
今
年
は
穏
や
か
な

年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い

ま
す
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

と
な
っ
て
い
る
が
、
分
離
に
成

功
、
そ
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に

期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
参
議
院
の
猪
口
邦
子
議
員

は
「
第

32回
建
国
の
日
を
祝
う

千
葉
県
民
の
集
い
」
を
企
画
さ

れ
た
藤
井
代
表
、
金
子
さ
ん
、

幹
部
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
今
日
の
講
演
は
同
じ
参

議
院
議
員
の
青
山
先
生
で
す

が
、
国
会
で
の
活
躍
が
素
晴
ら

し
い
。
期
待
し
て
い
る
。

　
最
後
に
千
葉
県
議
会
議
員
を

代
表
し
て
挨
拶
し
た
臼
井
正

一
氏
は「
今
朝
、国
旗
を
掲
揚
し

て
浅
間
神
社
の
紀
元
祭
に
参

加
し
て
き
た
。
今
大
切
な
こ
と

は
国
を
守
る
憲
法
改
正
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　
こ
の
後
、
奉
祝
行
事
と
し
て

歌
や
雅
楽
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
ー

　
建
国
の
日
と
変
わ
り
ま
し
た

が
、
心
の
中
の
「
紀
元
節
」
を

皆
さ
ん
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ

う
。
今
、
中
国
発
の
武
漢
熱
が

流
行
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
言
わ
れ
る
が
、
私

は
「
武
漢
熱
」と
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
独
裁
国
家
中
国
が
ま

き
散
ら
し
た
疫
病
だ
。（
拍
手
）

上
着
を
脱
ぎ
、
壇
上
か
ら
客
席

に
降
り
て
一
人
一
人
語
り
か
け

る
よ
う
に
話
を
始
め
た
。

　
私
は
今
か
ら
四
半
世
紀
以

上
前
に
初
め
て
ア
ラ
ブ
に
行

っ
た
時
、
ア
ラ
ブ
人
が
「
日
本

は
古
い
国
と
聞
い
た
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
る
だ
ろ

う
」と
言
わ
れ
た
。ア
ラ
ブ
世
界

に
は
イ
ス
ラ
ム
歴
が
あ
る
。「
日

本
で
は
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
る

6
6
0年
前
に
神
武
天
皇
が
即

位
し
た
の
が
起
元
だ
」
と
言
っ

た
ら
「
す
ご
い
な
そ
ん
な
に
古

い
暦
が
あ
る
ん
だ
」
と
驚
い
て

い
た
。
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
て

か
ら
西
暦

2
0
2
0年

。
日
本

は
神
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
か

ら
皇
紀

2
6
8
0年

。
こ
ん
な

古
い
歴
史
の
あ
る
国
は
ど
こ
に

も
な
い
。
国
と
い
う
も
の
は
民

を
守
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
間
、

日
本
は
ど
こ
の
国
か
ら
も
攻
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
天
皇
は
民
を

守
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
だ
か
ら

紀
元
節
（
建
国
記
念
日
）
を
祝

う
の
は
国
の
行
事
と
し
て
や

る
べ
き
だ
。
（
大
拍
手
）

　
敗
戦
後
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ

が
作
っ
た
憲
法
を
押
し
付
け

ら
れ
、
戦
後

75年
間
は
ア
メ
リ

カ
の
や
っ
た
こ
と
が
正
し
い

と
教
育
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日

本
は
欧
米
に
支
配
さ
れ
て
い

た
東
南
ア
ジ
ア
の
た
め
に
戦

い
植
民
地
を
解
放
し
た
。

　
日
本
に
二
つ
も
原
爆
を
落
と

し
て
勝
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
犯
罪

者
で
あ
る
。
日
本
は
キ
リ
ス
ト

が
生
ま
れ
る
前
か
ら
存
在
し
て

い
た
の
に
、
主
権
者
は
国
の
根

っ
こ
を
教
え
て
来
な
か
っ
た
。

　
仁
徳
天
皇
の「
民
の
か
ま
ど
」

と
い
う
逸
話
が
あ
る
が
、
日
本

の
教
育
で
教
え
て
い
な
い
。
仁

徳
天
皇
の
墓
は
大
き
い
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
。
仁
徳
天
皇

は
夕
方
に
な
る
と
か
ま
ど
か
ら

煙
が
上
が
ら
な
い
風
景
を
眺
め

て
、
薪
で
ご
飯
を
炊
い
て
い
な

い
と
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
税
金

（
年
貢
）が
高
い
か
ら
だ
と
気
付

き
、
税
金
を
廃
止
し
た
。こ
れ
を

「
民
の
か
ま
ど
」と
い
う
。税
金

は
公
平
で
あ
る
べ
き
だ
。
そ
の

意
味
で
消
費
税
反
対
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
書
紀
に

書
い
て
あ
る
。
天
皇
よ
り
民
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
だ
。

民
が
主
、こ
れ
が
民
主
主
義
だ
。

　
仁
徳
天
皇
は
税
金
を
取
ら
な

か
っ
た
の
で
宮
殿
が
朽
ち
は
じ

め
た
。
庶
民
は
後
に
な
っ
て
感

謝
の
気
持
ち
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

っ
た
宮
殿
を
立
派
に
立
て
直
し

た
。
仁
徳
天
皇
陵
の
近
く
に
反

正
天
皇
の
墓
が
あ
る
。
反
正
天

皇
は
仁
徳
天
皇
の
三
男
坊
だ
が

天
皇
の
意
思
を
継
ぎ
宮
殿
を
作

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
仁
徳
天
皇

陵
の
近
く
に
柴
籬
神
社
が
あ

る
。
反
正
天
皇
を
お
祀
り
し
て

る
。
反
正
天
皇
は
宮
殿
を
作
ら

ず
芝
垣
の
宮
殿
だ
っ
た
。
民
の

た
め
に
生
き
る
。
こ
れ
が
歴
代

天
皇
の
尊
い
使
命
で
あ
っ
た
。

　
私
は
東
大
で
教
鞭
を
執
っ
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
東
大
生

に
教
え
て
い
る
。
人
は
必
ず
死

ぬ
、
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る

の
か
。
最
後
は
人
の
た
め
に
生

き
る
こ
と
。
日
本
の
天
皇
は
そ

れ
を
代
々
続
け
て
き
た
。
私
た

ち
の
祖
国
は
世
界
に
通
用
す
る

文
化
を
持
っ
て
い
る
。

　
紀
元
節
は
天
皇
陛
下
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
歴
史
文
化
だ
。

　
佐
賀
県
立
図
書
館
の
近
く
に

竹
藪
が
あ
る
。
そ
こ
に
山
本
常

朝
と
い
う
人
の
隠
居
の
住
ま
い

が
あ
っ
た
。
佐
賀
城
を
葉
隠
城

と
呼
ん
で
い
る
。
常
朝
は
「
葉

隠
」と
い
う
書
を
著
し
た
。小
さ

い
こ
ろ
、
親
に「
葉
隠
」だ
け
は

読
む
な
と
親
に
言
わ
れ
た
。
江

戸
中
期
に
禁
書
に
な
っ
た
が
、

何
故
禁
書
に
な
っ
た
の
か
。
山

本
常
朝
は
葉
隠
の
中
で
「
武
士

道
と
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た

り
」と
綴
っ
て
あ
る
。つ
ま
り
武

士
と
は
人
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と

だ
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
禁

書
に
な
っ
た
。

　
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
は
人
の
た

め
に
罪
を
背
負
っ
て
磔
に
な
っ

て
死
ん
だ
。
こ
れ
は
葉
隠
の
武

士
道
と
同
じ
こ
と
だ
。

　
中
国
は
広
過
ぎ
る
国
土
、
人

が
多
す
ぎ
る
。

1
9
4
9年

10

月

1日
に
毛
沢
東
は
天
安
門
広

場
で
建
国
を
宣
言
し
た
。

　
中
国
の
あ
る
将
軍
は
「
中
国

は
弱
い
国
で
す
。
だ
か
ら
国
を

守
る
た
め
に
戦
っ
て
い
る
。
敵

は
モ
ン
ゴ
ル
、ソ
連
、日
本
だ
。」

　
武
漢
は
昔
か
ら
野
生
の
生
肉

を
食
っ
て
い
た
。
武
漢
に
は
中

国
科
学
院
の
中
国
科
学
院
武
漢

病
毒
研
究
所
が
あ
る
。
サ
ー
ズ

ウ
イ
ル
ス
を
生
物
兵
器
と
し
て

使
え
な
い
か
も
研
究
し
た
。
確

証
は
な
い
が
武
漢
に
調
査
に
入

れ
な
い
。
中
国
の
息
の
か
か
っ

た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
が

10年
間
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
事
務
局
長
を

つ
と
め
、
そ
の
あ
と
エ
チ
オ
ピ

ア
の
人
が
事
務
局
長
に
就
任
し

た
。
だ
か
ら
調
査
に
入
れ
な
い
。

　
神
武
天
皇
以
来
皇
位
継
承
を

続
け
て
き
た
一
系
を
護
る
会
は

衆
参

52人
、石
破
派
は

19人
だ
。

　
愛
子
内
親
王
が
天
皇
に
な
っ

た
ら
結
婚
で
き
な
い
し
子
供
も

産
め
な
い
。
も
し
、外
国
人
と
結

婚
し
た
ら
お
し
ま
い
だ
。
皇
位

継
承
は
、
悠
仁
親
王
殿
下
以
下

7人
い
る
。
危
機
は
数
十
年

先
、
慌
て
な
く
て
よ
い
。　
ト
ラ

ン
プ
は
破
壊
者
だ
。
日
本
は
ア

ジ
ア
の
民
主
主
義
だ
。
安
倍
さ

ん
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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ぼ
く

ら
は
令

和
に

何
を
護

る
の

か

森田健作知事

開会を告げる金子一之実行委員


